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農事組合法人アグリ田子島の皆さん。左から門田さん、中丸さん、青山さん、松田さん。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
能
美
　
能
美
の
市
で
は
、
年
中
通
し
て
様
々
な
野
菜
や
お
米
が

並
ん
で
い
ま
す
。多
種
多
様
な
季
節
の
野
菜
を
皆
さ
ん
に
ご
提
供
で
き
る
の
も
、

生
産
者
さ
ん
の
お
か
げ
な
ん
で
す
よ
。
と
い
う
こ
と
で
、
食
卓
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
生
産
者
さ
ん
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

収
穫
さ
れ
た
ば
か

り
の
た
ま
ね
ぎ
は
、

ど
れ
も
ず
っ
し
り

立
派
！

成
24
年
に
川
北
町
下
田
子
島
集
落
の
農
家
が
集
ま
り
、

設
立
さ
れ
た
農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
田
子
島
さ
ん
。
代

表
を
務
め
る
青
山
卓
弘
さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に
奥
さ
ま

の
実
家
の
農
業
を
継
が
れ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
、
青
山
さ
ん
を
は
じ
め
、
門
田
さ
ん
、
中
丸
さ
ん
、
松
田

さ
ん
の
４
名
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
米
を
中
心
に
、大
麦
、大
豆
、

葉
牡
丹
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
１
年
を
通
し
て
様
々
な
作
物
を
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
ま
ね
ぎ
は
、
４
年
前
に
Ｊ
Ａ
能
美
が
提
案
し
栽
培
を
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
栽
培
１
年
目
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
手
探
り
状
態
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、不
作
の
大
失
敗
。
苦
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
翌
年
か
ら
は
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
年
々
品
質
が
向
上
し
収

量
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
今

で
は
、
面
積
90
ア
ー
ル
の
大
き

な
畑
で
栽
培
す
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

　
た
ま
ね
ぎ
の
栽
培
は
、
い
か

に
真
っ
直
ぐ
畝
を
立
て
れ
る
か

で
収
量
が
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

実
は
こ
の
畝
作
り
が
と
て
も
難
し
い
そ
う
で
す
。
畝
が
で
き
れ
ば
、

た
ま
ね
ぎ
は
お
米
や
大
麦
、大
豆
に
比
べ
て
、あ
ま
り
手
が
か
か
ら
ず
、

隙
間
時
間
を
使
っ
て
栽
培
で
き
る
こ
と
も
魅
力
の
農
作
物
で
す
。
多

品
目
を
栽
培
す
る
こ
と
で
収
入
を
増
や
し
、
米
づ
く
り
だ
け
に
頼
ら

な
い
農
業
経
営
を
築
き
た
い
と
の
こ
と
。
今
年
は
す
べ
て
自
分
た
ち

で
育
苗
し
た
苗
で
挑
戦
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
最
高
収
量
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
「
農
業
は
収
穫
時
が
達
成
感
と
喜
び
を
感
じ
る
。
若
い
世
代
の
方
に

も
農
業
の
魅
力
を
知
っ
て
欲
し
い
。」
と
青
山
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
ア
グ
リ
田
子
島
さ
ん
で
は
通
常
使
用
す
る
農
薬
量
の
半
分
で
栽
培

す
る
減
農
薬
栽
培
に
も
挑
戦
。
安
心
し
て
美
味
し
く
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
。
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陽
の
日
差
し
を
浴
び
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
水

田
。
い
よ
い
よ
田
植
え
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。「
い
し
か
わ
田
ん
ぼ
の
学
校 

米
づ
く
り
体
験
農
園
」
が
今
年
も
始
ま
り

ま
す
。
児
童
た
ち
が
米
づ
く
り
体
験
を
通

し
て
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
お
米
に
親
し
み
、
食
料
・
農
業

に
対
す
る
理
解
と
勤
労
の
尊
さ
を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
取
材
に
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
川
北
町

立
橘
小
学
校
。
担
任
の
髙
田
先
生
と
５
年
生
29
名
、
地
域
の
農

家
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
体
験
農
園
で
は
、
田
植
機
は
使
わ
ず
昔
な
が
ら
の
田
植
え
枠

を
用
い
て
行
い
ま
す
。
水
を
引
い
て
柔
ら
か
く
な
っ
た
田
ん
ぼ

に
児
童
た
ち
が
恐
る
恐
る
足
を
入
れ
る
と
ヌ
ル
ヌ
ル
と
足
が
沈

み
ま
す
。「
気
持
ち
悪
い
」
な
ん
て
声
に
す
る
子
も
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
慣
れ
て
泥
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

地
域
の
農
家
さ
ん
や
Ｊ
Ａ
能
美
が
指
導
に
あ
た
り
、

Ｊ
Ａ
能
美
管
内
の
各
小
学
校
５
年
生
が
昔
な
が
ら
の

田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

現代っ子は、田んぼに足を踏み入れることは
非日常の特別な体験。泥の感触に驚きながら
も、賑やかに楽しく田植えができました。

　
田
植
え
枠
を
転
が
す
こ
と
で
苗
を
ま
っ
す
ぐ
植

え
る
た
め
の
目
印
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

田
植
え
枠
は
３
、
４
人
１
組
と
な
り
協
力
し
て
転

が
し
、
目
印
の
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
２
、
３
本
に

取
り
分
け
た
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
顔
に
泥

が
跳
ね
た
り
、
尻
餅
を
つ
い
た
り
し
た
子
も
い
ま

し
た
が
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も
田
植
え
が

で
き
ま
し
た
。

　
体
験
農
園
は
橘
、
中
島
、
川
北
、
和
気
、
宮
竹
、

辰
口
中
央
、
湯
野
、
粟
生
小
学
校
で
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
秋
に
は
美
味
し
い
お
米
が
実
る
よ
う
、
愛

情
を
持
っ
て
育
て
て
い
き
ま
す
。

川北町立川北小学校　学童農園

川北町立中島小学校　学童農園

能美市立宮竹小学校　学童農園

能美市立和気小学校　学童農園

川北町立橘小学校　学童農園
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が
す
が
し
い
５
月
。
野
菜
の
生
育
に

適
し
た
気
温
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
」
は
、
野
菜
の

栽
培
を
通
し
て
、
自
然
の
恵
み
や
食
に
対
す
る
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
狙
い
で
す
。
３
歳
か
ら

小
学
５
年
生
と
そ
の
ご
家
族
６
組
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
な
す
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
さ

つ
ま
い
も
の
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ワ
で
土

を
掘
り
起
こ
し
耕
し
た
り
、
マ
ル
チ
シ
ー
ト
を
被
せ

た
り
し
な
が
ら
、
親
子
で
苗
植
え
作
業
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
美
味
し
い
野
菜
が
実
る
よ
う
、
除
草
、

追
肥
な
ど
を
行
い
、
愛
情
を
注
い
で
育
て
て
い
き
ま

す
。
収
穫
の
日
が
楽
し
み
で
す
ね
。
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

土を耕した後は、肥料をまきま
す。

野菜たちに必要な栄養価の高い
土が仕上がりました。

なすは日当たりが良いところを好み、
雨にも比較的強く育てやすい野菜で
す。家庭菜園におすすめです。

こちらはかぼちゃです。かぼちゃの葉は大きく広がり、細かい毛が生えています。
触るとざらざらとします。植え付けしながら観察すると、いろんな発見がありました。

耕した土に黒いマルチシートを被せて、
さつまいもの苗を植え付けします。

辰
口
支
店
で
は
第
１
回「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
」を
５
月
10
日（
土
）

に
開
催
し
ま
し
た
。
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

「
土
を
掘
り
起
こ
す
の
が
難
し
い
」
な
ん
て
お
子
さ
ん

た
ち
か
ら
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
ク

ワ
を
持
っ
て
土
を
耕
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こちらはトマトの苗。「苗が折れないように植えるのが難しかった」といった声もありましたが、うまくできましたね。

ＪＡ能美管内外の 6組のご家族
にご参加いただきました。
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和
の
米
騒
動
と
し
て
米
価
高

騰
が
連
日
の
よ
う
に
新
聞
・

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
米
は
日
本
の
食
文
化
の
中
核
を
な
す
食

材
で
あ
り
、
そ
の
安
定
供
給
は
日
本
の
食
料

安
全
保
障
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
か
ら
、
米

政
策
と
し
て
政
府
が
大
き
く
関
与
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
は
わ
が
国
に
お
け
る
米
政
策
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
米
政
策
は
、
食
管
制
度

に
よ
る
政
府
が
米
価
決
定
・
全
量
買
入
ル
ー

ル
か
ら
、
平
成
七
年
に
食
糧
法
が
制
定
さ
れ

価
格
自
由
化
へ
と
政
策
大
転
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
主
食
用
米
の
年
間
消
費
量
が
減

少
す
る
中
、
平
成
三
十
年
産
か
ら
は
行
政
に

よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
を
廃
止
し
、
産

地
・
生
産
者
が
中
心
と
な
り
、
需
要
に
応
じ

た
多
様
な
米
の
生
産
・
販
売
を
行
う
米
政
策

へ
と
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
農
林
水
産
省
は
年
三
回
程
度
「
米

穀
の
需
給
と
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
方

針
」
を
策
定
し
、
主
食
用
米
生
産
量
、
米
の

一
人
当
た
り
消
費
量
、
民
間
在
庫
量
等
か
ら

算
出
し
た
主
食
用
米
の
需
給
見
通
し
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
各
県
で
は
需
給
見
通
し
を
基

に
市
町
村
別
の
主
食
用
米
の
生
産
目
安
（
生

年
四
月
十
一
日
に
食
料
・
農

業
・
農
村
墓
本
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

基
本
計
画
は
、
昨
年
五
月
に
改
正
さ
れ
た
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
以
下
、
基
本
法
）

に
基
づ
き
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
見
直
す

中
長
期
的
な
農
政
の
指
針
に
な
り
ま
す
。

農
政
一
口
メ
モ
の
第
一
回
で
は
、
昨
年
改
正

さ
れ
た
基
本
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
こ
の
基
本
法
は
「
農
政
の
憲
法
」
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
日
本
の
農
業
政
策
の
基
本
的

な
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、
平
成
十
一
年

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
律
制
定
当
時
（
九
十
年
代
）
の
経
済
情

勢
と
、Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
下
で
の
自
由
貿
易
の

進
展
等
を
背
景
と
し
て
い
ま
す
。

の
四
つ
を
理
念
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、「
国

民
生
活
の
安
定
向
上
お
よ
び
国
民
経
済
の

健
全
な
発
展
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
世
界
の
食
料
需
給
の
変
動
や
地
球
温
暖

化
、
人
口
減
少
の
ほ
か
、
食
料
、
農
業
お
よ

び
農
村
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
な
ど
、
法
制
定
か

ら
二
十
五
年
間
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

農
林
水
産
省
で
は
令
和
四
年
九
月
か
ら
見
直

し
に
向
け
た
議
論
を
重
ね
、
昨
年
五
月
に
基

本
法
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
改
正
に
よ
る
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
。

・
食
料
安
全
保
障
を
基
本
理
念
に
明
記

・
食
料
の
安
定
供
給
に
係
る
費
用
を
考
慮

・
環
境
へ
の
負
荷
低
減
の
促
進

・
農
産
物
の
輸
出
促
進

・
支
援
す
る
農
業
者
の
位
置
付
け　
な
ど

い
ず
れ
も
日
本
農
業
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今
回
の
基
本
法
改

正
に
あ
た
り
、
組
織
討
議
な
ど
を
踏
ま
え
、

政
府
等
に
対
し
て
政
策
提
案
を
行
っ
た
ほ

か
、
農
林
水
産
省
の
審
議
会
に
Ｊ
Ａ
全
中
の

会
長
が
委
員
と
し
て
参
画
し
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
意
見
反
映
に
向
け
た
提
言
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
農
政
運
動
の
結
果
、
食
料
安
全

保
障
の
考
え
方
が
抜
本
的
に
強
化
さ
れ
た
ほ

か
、
適
正
な
価
格
形
成
、
多
様
な
農
業
者
の

位
置
付
け
等
が
明
記
さ
れ
た
な
ど
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
政
策
提
案
の
内
容
が
改
正
基

本
法
に
概
ね
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
基
準
数
量
）
を
設
定
し
、
需
要
に
応
じ
た

米
生
産
と
水
田
フ
ル
活
用
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
昨
今
の
米
不
足
は
供
給
の
不
安
定
化
と
需

要
構
造
の
変
化
か
ら
、
長
期
的
か
つ
深
刻
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

供
給
面
で
は
、
長
年
に
亘
る
減
反
政
策
、
気

候
変
動
や
自
然
災
害
の
頻
発
、
さ
ら
に
離
農

や
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
に
よ
る
労
働
力

不
足
が
、
生
産
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
需
要
面
で
は
、
消
費
者
の

食
生
活
の
多
様
化
や
人
口
減
少
に
加
え
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
急
増
が
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
一
層
複
雑
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
昨
年
か
ら
続
く
米
価
高
騰
を
抑

え
る
た
め
備
蓄
米
の
放
出
を
決
定
し
、
県
内

で
も
四
月
か
ら
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
等
で
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
者
は
一
過
性
の
米

価
高
騰
よ
り
も
安
定
供
給
に
よ
る
生
産
コ
ス

ト
に
見
合
う
価
格
形
成
を
期
待
し
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
農
業
者
の
願

い
を
米
政
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
農
政
運

動
を
通
じ
て
政
府
に
政
策
提
言
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

全
国
農
業
者
農
政
運
動
組
織
連
盟
顧
問

道
北
な
よ
ろ
農
業
協
同
組
合　
会
長
理
事

昭
和
四
十
六
年
北
海
道
名
寄
市
生
ま
れ

政
治
信
条
こ
ま
っ
す
ぐ
な
農
政

東
野
ひ
で
き
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
一
）
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

（
二
）
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

（
三
）
農
業
の
持
続
的
な
発
展

（
四
）
農
村
の
振
興

こ
の
法
律
は
、

全国農業者農政運動組織連盟顧問
道北なよろ農業協同組合　会長理事



11 10

食
と
農
を
中
心
に
楽
し
く
学
べ
る
大
人
の
部
活
動

一見するとキュウリのようですが、実はカボチャの仲間のズッキーニ。
今回はとっても簡単なレシピをご紹介します！

＊米粉の代わりに小麦粉でも良いですが、小麦粉は米粉より厚めに衣が付きます。
　また、米粉無しで焼いてもＯＫ。いろいろ試してみてくださいね。

フライパンに
油を入れて熱
し、少し焦げ

目がつく程度に両面
を焼いて出来上が
り。

カレーライスの
トッピング具材にも合います。

米粉にカレー粉を少々加えるのもGOOD !

余った粉は、他の野菜や魚のムニエルにも。
（早めに使いましょう）

◯ ズッキーニ
◯ 塩コショウ
◯ 米粉
◯ こめ油

… ２本
… 適量
… 大さじ２
… 大さじ２～３

＊こめ油、米粉はＪＡグリーン能美でお買い求めいただけます。

ズッキーニはヘタを取り、
１㎝の輪切りにし
両面に塩コショウをふる。

バットに
ズッキーニを並べ
米粉を両面にまぶす。
（米粉は薄付きです）

女性部・フレッシュカレッジ・ボランティアグループ・家の光などのお問い合せ・お申込みは、お気軽にお電話ください。

お問い合わせ・お申込み 総務部　女性部事務局：よしだ・のはら　 TEL 0761-57-3505 

5 月 14 日、部員 33 名が辰口丘陵公園
内を歩きました。ウォーキングは健康の
ためにできる出来る最も手軽な運動で
す。ウォーキング前の準備体操も入念に
行い、おしゃべりもしながら気持ちよく
園内を歩きました。これをきっかけに歩
く習慣を身に付け、健康維持に繋げたい
ものです。

3 支部では人気のある「花の寄せ植
え」を 5 月にそれぞれ開催し多く
の部員が参加しました。地元の花屋
「花市」さんにご指導をいただき、
ガーベラ、ロベリア、コリウス、千
日紅など 5、6 種類の色鮮やかな花
や植物を鉢に植えま
した。多くの部員
は玄関先が明るく
なると喜んでい
ました。

参加ご希望の方は、最寄りの支店または本店へお申込みください。

支部

本店

寺井

辰口

中央

本店

本店

本店

川北

実施日・時間

７月 19日（土）10時

７月

７月16日(水)13時30分

９月

９月 6日（土）10時

９月～ 11月の（土）

９月 4日（木）10時

９月

場 所

本 店

未 定

営農経済
総合センター

活動内容

GLC③食品添加物の勉強会

料理教室

エーコープ マーク品の講習会

地元の食体験

GLC④「押しずし教室」　土曜 30 名

「フレミズ」発酵食の講習会　１回

GLC④「押しずし教室」　平日 30 名

ヨガ教室

＊GLC…グリーンレディースカレッジ　＊フレミズ…フレッシュミズ活動

＊専用の申込用紙がございますのでご利用ください。

辰口支店

未 定

未 定

未 定
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春夏期共同購入は、5月～7月に実施します。JA共同購入•女性部担当者のイチオシ商品はこちら！

エーコープマーク品は、安心と信頼のくらしの良品です。
吹き出しは、
JA担当者の声です

※共同購入カタログが必要な方は各支店窓口へお問い合わせください。 ご注文は各支店窓口へ 春の共同購入運動は７月31日（木）まで

カタログがweb
上でもご覧いた
だけます

原材料の野菜（トマト・にんじ
ん・たまねぎ・セロリー）、 て
んさい糖は 100％国産！
特定原材料 28品目不使用

国産野菜をつかった
農協のとろあまソース

NEW

2 種のみそ（豆・米） を使用
し三種の醤 （甜麺醤、豆板
醤、豆鼓醤）を加えた、コク 
があり、こ飯や野菜がすす
む味付の回鍋肉の素です。

回鍋肉の素

あらかじめ乳酸菌で発
酵させたぬか床です。野
菜などの素材を入れて
漬けるだけです。チャッ
ク付ですので、そのまま
冷蔵庫保管できます。

熟成ぬか床

風味豊かな色良い
なす漬が手軽で簡
単にできます。小松
菜や水菜を漬けて
もおいしいです。

なす漬の素（浅漬用）

爽やかな酸味が特徴の
さっぱり味のきゅうり漬
の素です。きゅうりの 1
本漬にも最適です。

きゅうり漬の素
（さっぱり塩味）

刻んだきゅうりに混ぜる
だけで、簡単に美味しい
きゅうり漬ができあがり
ます。

きゅうり漬の素
（ごましょうゆ味）

和え物、サラダ、揚げ物、
いろんな料理にご使用できます。

らっきょう酢

らっきょう酢

570円

香ばしくカラッと揚が
り冷めてもべたつきが
少ないです。風味がよ
く、油酔い物質の発生が
少ないです。

こめ油

なすだけでなく、水菜、小
松菜、かぶらの葉っぱ、高
菜、菜の花など青菜を漬
けても美味しいよ！

国産米ぬか 100％
使用。一度使った
ら、普通の油に戻れ
なくなる方続出！

水戻しした糸寒天
といっしょに漬け
てもおいしいよ。

鶏を煮たり、ミニトマ
トをさっと漬けたて食
べたり色々できます。

商品番号 0121 90g（45g×2 袋）

小麦

590円1kg 税込

商品番号 0008
240g（30g×8 袋）

490円 税込

小麦乳 商品番号 0010
75g（15g×5 袋）

300円 税込

商品番号 0011
150g（25g×6 袋）

490円 税込

小麦小麦乳

商品番号 0037

1.8ℓ[PET] 990 円 税込

商品番号 0038

1ℓ[PET] 税込

簡単！季節の野菜が
たっぷり食べられる！

子どもの頃から
ぬか漬けに親もう

発酵食品で
美味しく元気に

人気
No.7

人気
No.1

人気
No.3

人気
No.10

200 ㎖ 270円税込

商品番号 0120
商品番号 0001

160円 税込

1,500g[PET]1,050円税込

商品番号 0069

750g[PET] 630円 税込

商品番号 0070

180g[PET] 250円 税込

商品番号 0071

人気
No.5

人気
No.2

人気
No.4

家の光６月号を参考にして、「熱中症対策」に今から取り組みましょう。

今年も猛暑がやってくるのでしょうか？
本格的な夏が来る前に、危険な暑さから身を守るための準備をしておきましょう。６月号には “体作り”
と “住まいの工夫” の二刀流で灼熱の夏を元気に乗り切るためのアイデアが詳しく載っています。

「家の光」2025年6月号（P22～）　ＪＡ能美女性部長　東美津子

訓練次第で暑さに強い体に変えることができる！
必見です。５月頃から始めると効果的ですが、
今からでもすぐに取りかかりましょう。

暑熱順化で暑さを克服できる体作り
涼しく過ごすためのいろいろな工夫が
紹介されていますよ。
エアコンの試運転も６月にはしておきましょう。

窓まわりの暑さ対策で涼しく
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１ 決算監査報告
（1）みのり監査法人監査報告
（2）令和６年度下期監事監査報告並びに
　　 監事監査報告

※ご意見やご感想は誌面で紹介する場合がございます。ご記入いただいた個人情報は広報以外の目的では使用いたしません。

本誌 JANに挟み込みのハガキに「①答え②支店名③住所・氏名・年齢④本誌へのご意見・ご感想、身近な話題など」をご記入の上、
本店総務人事課まで郵送、または最寄りの支店にご持参ください。

令和 7年 5月 30日（金）開催の第 2回定例理事会で、
次の事項が審議・報告され、審議事項は原案通り可決しました。

〆切り：2025年6月30日（月） 抽選で若干名の方に景品をお送りいたします。当選者の発表は発送を持って代えさせていただきます。

二重マスの文字をA～Dの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

★ヨコのカギ
① 6～7月はしとしとと降る日が多い
② あの部長は―掌握術に優れている
③ 化学式ではH+やOH-などと表します
④「桃太郎」でおじいさんが刈りにいったもの
⑤ 旧暦6月の異称
⑧ 赤、青、黄、鮮やかな―の花々が咲いている
⑩ 渋谷駅前の待ち合わせ場所として有名な忠犬―像

⑬ 父の日に―をこめてプレゼントを送った
⑮ 生の魚貝などを薄く切った料理
⑰ 木の根と枝のあいだ

⑪ 長女から見た次女や三女

⑲ オニ、テッポウなどの種類がある花

★タテのカギ
① 漢字では紫陽花と書く花
④ 肌にできないように日焼け止めを塗りました
⑥ 剣道の試合のとき頭につけます
⑦ 植物を分厚い本にはさんで作ることも

⑪ inと表記する長さの単位
⑫ 神棚に供える植物
⑭ サイン、―、タンジェント
⑯ 海の宝石とも呼ばれる生き物
⑱ ―に交われば赤くなる
⑳ 6月10日は―の記念日です

⑨ 1年を基準としたときの3カ月

㉑ じょうろやホースでおこないます

5月 16 日に宮中行事である「新嘗祭」に献納されるお米の御田植式が
28年ぶりに川北町で行われました。
石川県では能登地方と加賀地方から 1 か所ずつ選ばれていますが、今
年は能登地方の災害の影響で加賀地方の川北町のみとなりました。「御
田植の儀」では、献穀者の披岸智範さんの水田で早乙女姿の川北小学
校 5年生 4名がひゃくまん穀の苗を丁寧に植えました。
参加した児童は「貴重な体験ができて嬉しかったです。」と話していました。
披岸さんは「能登の 1 日でも早い復興を願いながら、実りある美味しい立派
なお米をつくりたい。」と話されました。9 月下旬に収穫にあたる「抜穂式」
が行われる予定です。

5 月 19 日に令和 7 年産大豆栽培講習会を開催
し、9 名の生産者が参加されました。南加賀農
林総合事務所の専門員による令和 6 年産の反省
点とそれを踏まえた令和 7 年産の対策について
説明が行われました。

5 月 1 日に橘小学校の５年生が北部育苗センターの
施設見学に訪れ、販売施設課の山田課長が播種機械
などの説明を行いました。児童は熱心に耳を傾けて
いました。

3　報告事項
（1）会計監査人の再任について
（2）地方公共団体貸付の報告について
（3）令和６年度下期内部監査報告について
（4）令和７年４月末実績報告について
（5）令和７年６月次業務日程について
（6）その他

2　審議事項
（1）理事と組合との契約行為について
（2）総代会開催に係る招集通知、
　　 書面議決書並びに総代会参考書類について
（3）令和６年度決算及び事業報告、剰余金処分（案）について
（4）令和７年度における理事及び監事の報酬に関する件について
（5）会計監査人との監査報酬承認の件について

答え

住宅・マイカー・教育・各種ローンについて
お気軽にご相談ください

報誌『JAN』リニューアル後、ハガキにたくさんのご意見・ご感想をお寄せいただき、
誠にありがとうございます。皆様からのフィードバックをもとに、今後もより充実
した内容をお届けできるよう努めてまいります。

　さて、今月号は県内最大産地であるＪＡ能美のたまねぎ「かがたま」を生産している農事組合
法人アグリ田子島様のインタビューをお届けいたしました。みなさんオススメのたまねぎレシ
ピなどはありますでしょうか？ぜひ、ハガキで教えていただけると嬉しいです。
取材した日は真夏のような暑い日でした。皆様も夏本番前の今から熱中症対策と
して農作業や外出される時には、こまめな水分補給を心掛けてくださいね。

6 8 19

B C DA

◯ 6月21日 第27回通常総代会◯ 6月19日 第3回定例理事会 第4回定例理事会◯ 7月25日

ご来場前にお電話でご予約くださいますようお願いいたします。

●
●
ＪＡ能美 中央支店・辰口支店
ＪＡ能美 寺井支店・川北支店

７月 12日（土） 9：00 ～ 14：30
７月 26日（土） 9：00 ～ 14：30

答えは『シバザクラ』でした。

5月号クロスワードパズルの答え
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	P12-13_女性部共同購入+洗車ガス_text
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